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T o y o s a t o  A s s e m b l y



　豊郷町議会は、6月定例会を6月5日から開会して20日までの16日間の会期で審議、

一般質問、採決を行いました。

　町長から提案された議案17件のうち、承認案件3件（条例の一部を改正する条例案2

件、令和6年度補正予算1件の5,578万3千円）を承認。各会計補正予算5件（1億1,345

万４千円）を各常任委員会に付託しました。

　一般質問は6月6日に6名の議員が行い、定例会最終日の6月20日には各常任委員会

に付託していた議案5件（補正予算）について、各常任委員長から付託審査の結果が報

告されたのち採決の結果、原案どおり可決しました。

　また、議員からの発議1件（豊郷町議会委員会条例の一部を改正する条例案）は原案

どおり可決して閉会しました。

定例会6月
　町長からの提出議案
� 1億6,924万3千円を可決　
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

◯水道料金減免事業�…………………� 1,727万3千円
　水道基本料金（9～ 12月の4カ月分）を減免することにより、物価高騰の影響を受け
る生活者・事業者を支援。（詳しくはP5）

◯バス借上補助事業等
　ドリームバス廃止に伴い、団体にバス借上費用を補助。

　•老人クラブ連合会活動助成補助金�…� 46万2千円
　•文化教養振興事業委託料（江州音頭）�…� �40万円
　•スポーツ推進事業委託料（アザック）�� 118万4千円
　•豊郷町スポーツ協会補助金�…………� 23万7千円
◯�県道ラウンドアバウト事業負担金…��2,882万7千円
　8月頃完成予定のラウンドアバウトに対する町の負担金。

◯�豊栄のさと施設整備事業�………………�1,000万円
　豊栄のさと正面玄関の石畳（波石）をなくし、透水性の舗装工事を行う。
　（詳しくはP5）

補正の主な事業

豊栄のさと正面玄関
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report
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議
第
36
号
　
令
和
7
年
度
豊
郷
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

税

務

課

問 

新
し
い
生
活
支
援
・
地
域
経
済
対
策

給
付
金
に
つ
い
て
詳
細
を
。

答 

令
和
6
年
中
の
所
得
が
確
定
し
た
た

め
再
度
計
算
を
行
い
、
さ
ら
に
支
払
い
が

必
要
と
な
る
方
に
支
給
を
行
う
も
の
。

問 

シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料
の
内
容
は
。

答 

新
し
い
生
活
支
援
・
地
域
経
済
対
策

給
付
金
の
事
業
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
開
発

料
。

総

務

課

問 

＃
7
1
1
9
運
営
費
負
担
金
に
つ

い
て
。

答 

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
判
断

を
仰
ぐ
た
め
の
ダ
イ
ヤ
ル
運
営
負
担
金
。

答 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
費
2
5
0
万

円
は
日
栄
区
が
遊
具
の
更
新
。
1
7
0

万
円
は
高
野
瀬
区
が
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
投
光
器
、
発
電
機
等
、

防
災
関
連
の
備
品
を
購
入
。

住
民
生
活
課

問 

生
ご
み
収
集
運
搬
処
理
に
つ
い
て
業

務
改
善
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

作
業
員
と
相
談
を
し
な
が
ら
随
時
業

務
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

医
療
保
険
課

問 

感
染
症
予
防
事
業
費
等
国
庫
補
助
金

の
内
訳
に
つ
い
て
説
明
を
。

答 

が
ん
検
診
と
予
防
接
種
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
情
報
連
携
に
関
係
す
る
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費
に
対
す
る
補
助

金
。

産
業
振
興
課

問 

集
落
営
農
連
携
促
進
事
業
費
補
助
金

20
万
円
の
内
容
は
。

答 

集
落
営
農
の
連
携
や
合
併
に
よ
っ
て

効
率
的
な
生
産
・
販
売
体
制
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
さ
れ
る

補
助
金
。

問 

農
業
者
の
高
齢
化
は
深
刻
だ
が
、
今

後
に
向
け
て
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答 

地
域
計
画
を
つ
く
り
な
が
ら
各
字
で

進
め
て
い
く
。

企
画
振
興
課

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
費
2
5
0
万

円
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成（
自
主
防
災

組
織
助
成
事
業
）1
7
0
万
円
の
内
容

は
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

上
下
水
道
課

問 

下
水
道
整
備
費
繰
出
金
、
そ
の
他
の

経
費
分
1
，4
5
9
万
4
千
円
の
内
訳
は
。

答 

会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
新
費
用
や
、
人

事
異
動
に
伴
う
人
件
費
。

問 

下
水
道
事
業
に
係
る
雨
水
対
策
に
対

す
る
方
向
性
は
。

答 

滋
賀
県
で
は
琵
琶
湖
を
守
る
観
点
か

ら
、
分
流
式
と
い
っ
て
雨
水
は
下
水
道
に

流
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
県
と
相

談
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

議
第
39
号 

令
和
7
年
度
豊
郷
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

上
下
水
道
課

問 

水
道
料
金
減
免
分
に
つ
い
て
計
算
根

拠
は
。

教
育
委
員
会

問 

豊
栄
の
さ
と
正
面
玄
関
の
整
備
に
つ

い
て
。

答 

現
在
正
面
玄
関
の
石
畳
が
凸
凹
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
透
水
性
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
す
る
。

問 

ア
ザ
ッ
ク
と
よ
さ
と
に
委
託
す
る
健

康
事
業
に
つ
い
て
、
バ
ス
代
は
何
回
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

答 

13
回
。
県
内
を
想
定
し
て
い
る
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

水道基本料金減免分（令和7年3月の調定から算出）

㎜
用途別件数

単価
１ヶ月分 ４ヶ月分

家庭用 事業用 その他 計 小計
（税抜）

小計
（税込）

合計
（税込）

13 2,279 13 13 2,305 1,400 3,227,000 3,549,700 14,198,800

20 139 7 1 147 1,500 220,500 242,550 970,200

25 34 6 3 43 2,000 86,000 94,600 378,400

30 5 3 1 9 3,000 27,000 29,700 118,800

40 27 10 4 41 4,000 164,000 180,400 721,600

50 8 4 1 13 5,000 65,000 71,500 286,000

75 2 3 3 8 7,000 56,000 61,600 246,400

2,494 46 26 2,566 3,845,500 4,230,050 16,920,200

※用途別の「その他」は官公庁・公園等

答 

令
和
7
年
3
月
の
調
定
金
額
を
基
に

計
算
。
ひ
と
月
当
た
り
4
2
3
万
50
円

の
4
か
月
分
。
件
数
は
ひ
と
月
当
た
り

2
，5
6
6
件
。

問 

計
算
根
拠
と
な
っ
た
基
礎
数
値
は
。

答 

表
の
と
お
り
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

上
下
水
道
課

問 
下
水
道
整
備
費
繰
出
金
、
そ
の
他
の

経
費
分
1
，4
5
9
万
4
千
円
の
内
訳
は
。

答 

会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
新
費
用
や
、
人

事
異
動
に
伴
う
人
件
費
。

問 

下
水
道
事
業
に
係
る
雨
水
対
策
に
対

す
る
方
向
性
は
。

答 

滋
賀
県
で
は
琵
琶
湖
を
守
る
観
点
か

ら
、
分
流
式
と
い
っ
て
雨
水
は
下
水
道
に

流
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
県
と
相

談
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

議
第
39
号 

令
和
7
年
度
豊
郷
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

上
下
水
道
課

問 

水
道
料
金
減
免
分
に
つ
い
て
計
算
根

拠
は
。

教
育
委
員
会

問 

豊
栄
の
さ
と
正
面
玄
関
の
整
備
に
つ

い
て
。

答 

現
在
正
面
玄
関
の
石
畳
が
凸
凹
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
透
水
性
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
す
る
。

問 

ア
ザ
ッ
ク
と
よ
さ
と
に
委
託
す
る
健

康
事
業
に
つ
い
て
、
バ
ス
代
は
何
回
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

答 
13
回
。
県
内
を
想
定
し
て
い
る
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

水道基本料金減免分（令和7年3月の調定から算出）

㎜
用途別件数

単価
１ヶ月分 ４ヶ月分

家庭用 事業用 その他 計 小計
（税抜）

小計
（税込）

合計
（税込）

13 2,279 13 13 2,305 1,400 3,227,000 3,549,700 14,198,800

20 139 7 1 147 1,500 220,500 242,550 970,200

25 34 6 3 43 2,000 86,000 94,600 378,400

30 5 3 1 9 3,000 27,000 29,700 118,800

40 27 10 4 41 4,000 164,000 180,400 721,600

50 8 4 1 13 5,000 65,000 71,500 286,000

75 2 3 3 8 7,000 56,000 61,600 246,400

2,494 46 26 2,566 3,845,500 4,230,050 16,920,200

※用途別の「その他」は官公庁・公園等

答 

令
和
7
年
3
月
の
調
定
金
額
を
基
に

計
算
。
ひ
と
月
当
た
り
4
2
3
万
50
円

の
4
か
月
分
。
件
数
は
ひ
と
月
当
た
り

2
，5
6
6
件
。

問 

計
算
根
拠
と
な
っ
た
基
礎
数
値
は
。

答 

表
の
と
お
り
。
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問 
受
贈
財
産
評
価
額
の
資
産
取
得（
分

譲
地
）に
よ
る
増
額
に
つ
い
て
、
ど
こ
の

分
譲
地
な
の
か
。

答 

ル
ミ
ナ
ス
タ
ウ
ン
沢
と
ル
ミ
ナ
ス
タ

ウ
ン
下
枝
の
分
譲
に
伴
う
取
得
分
。

問 

有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
費
に
構
築

物
減
価
償
却
費
と
し
て
7
0
1
万
5
千

円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
を
。

答 

分
譲
地
の
道
路
に
埋
ま
っ
て
い
る
水

道
管
の
減
価
償
却
分
。

問 

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
出
資
金
、

耐
震
化
事
業
上
積
事
業
費
分
に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
も
の
が
上
積
に
な
る
の
か
。

答 

令
和
2
～
4
年
の
事
業
費
の
平
均
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
上
積
事
業
費

と
し
て
一
般
会
計
繰
出
基
準
に
な
る
。
能

登
半
島
の
地
震
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団

体
で
も
水
道
事
業
の
防
災
を
強
化
す
る

た
め
、改
定
が
今
年
4
月
1
日
に
あ
っ
た
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
40
号 

令
和
7
年
度
豊
郷
町
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

上
下
水
道
課

問 

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
他
会
計
負

担
金
に
お
け
る
起
債
利
率
引
上
げ
に
伴

う
増
額
に
つ
い
て
。
起
債
の
利
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
。

何
年
度
の
も
の
が
何
％
引
き
上
が
っ
た
の

か
。

答 

平
成
27
年
度
に
10
年
後
利
率
見
直
し

を
行
う
借
り
入
れ
条
件
の
も
と
、
借
り

入
れ
し
た
起
債
分
。
当
時
の
利
率
は
0・

36
％
だ
っ
た
も
の
が
、
今
回
の
見
直
し
で

1・4
％
と
な
っ
た
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

優先更新管路耐震化工事
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

議
案
審
議
　
私
は
こ
う
判
断

議
第
37
号 

令
和
7
年
度
豊
郷
町
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
1
号
）

医
療
保
険
課

問 

国
民
健
康
保
険
運
用
基
金
の
残
高
は

い
く
ら
に
な
る
予
定
か
。

答 

年
度
末
で
3
，3
9
5
万
8
千
円
に

な
る
見
込
み
。

問 

高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
主
要
と

な
っ
て
い
る
疾
病
は
。

答 

費
用
額
ベ
ー
ス
で
、
悪
性
新
生
物
、

筋
骨
格
系
の
疾
患
、
腎
不
全
等
が
多
く
を

占
め
て
い
る
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

文
教
民
生
常
任
委
員
会

議
第
38
号 

令
和
7
年
度
豊
郷
町
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）医

療
保
険
課

問 

新
し
い
介
護
認
定
調
査
員
は
い
る
の

か
。

答 

委
託
し
て
調
査
を
行
う
。

問 

ど
こ
に
委
託
を
行
う
の
か
。
ま
た
、

何
件
委
託
を
行
う
の
か
。

答 

今
ま
で
の
実
績
が
あ
る
個
人
の
方
に

委
託
。
2
7
0
件
を
予
定
。

問 

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
今

後
の
動
向
や
見
通
し
は
。

答 

高
齢
者
は
、
一
定
増
え
て
い
く
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
給
付
費
も

伸
び
て
い
く
の
で
財
源
の
確
保
が
必
要
。

専
門
職
に
つ
い
て
も
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
豊
郷
町
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
と
供
給
を
見
な
が
ら

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

議
案
審
議
　
私
は
こ
う
判
断

議
第
37
号 
令
和
7
年
度
豊
郷
町
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
1
号
）

医
療
保
険
課

問 

国
民
健
康
保
険
運
用
基
金
の
残
高
は

い
く
ら
に
な
る
予
定
か
。

答 

年
度
末
で
3
，3
9
5
万
8
千
円
に

な
る
見
込
み
。

問 

高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
主
要
と

な
っ
て
い
る
疾
病
は
。

答 

費
用
額
ベ
ー
ス
で
、
悪
性
新
生
物
、

筋
骨
格
系
の
疾
患
、
腎
不
全
等
が
多
く
を

占
め
て
い
る
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

文
教
民
生
常
任
委
員
会

議
第
38
号 

令
和
7
年
度
豊
郷
町
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）医

療
保
険
課

問 

新
し
い
介
護
認
定
調
査
員
は
い
る
の

か
。

答 

委
託
し
て
調
査
を
行
う
。

問 

ど
こ
に
委
託
を
行
う
の
か
。
ま
た
、

何
件
委
託
を
行
う
の
か
。

答 

今
ま
で
の
実
績
が
あ
る
個
人
の
方
に

委
託
。
2
7
0
件
を
予
定
。

問 

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
今

後
の
動
向
や
見
通
し
は
。

答 

高
齢
者
は
、
一
定
増
え
て
い
く
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
給
付
費
も

伸
び
て
い
く
の
で
財
源
の
確
保
が
必
要
。

専
門
職
に
つ
い
て
も
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
豊
郷
町
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
と
供
給
を
見
な
が
ら

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決
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議案審議私私ははこう判断こう判断
令和7年� 6月 �定例会
全員賛成
議第24号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町税条例の一部を改正する条例）

議第25号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

議第26号 専決処分につき承認を求めることについて（令和6年度豊郷町一般会計補正予算（第10号））

議第27号 令和6年度豊郷町一般会計繰越明許費繰越計算書について

議第28号 令和6年度豊郷町水道事業会計繰越計算書について

議第29号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

議第30号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

議第31号 契約の締結につき議決を求めることについて（職員用情報系パソコン購入業務）

議第32号 契約の締結につき議決を求めることについて（豊郷町立小中学校学習者用コンピュータ購入業務）

議第33号 契約の変更につき議決を求めることについて（旧八号線2（歌詰橋）護岸護床整備工事）

議第34号 豊郷町水道事業給水条例の一部を改正する条例案

議第35号 豊郷町下水道条例の一部を改正する条例案

議第36号 令和7年度豊郷町一般会計補正予算（第1号）

議第37号 令和7年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

議第38号 令和7年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

議第39号 令和7年度豊郷町水道事業会計補正予算（第1号）

議第40号 令和7年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第1号）

発議第5号 豊郷町議会委員会条例の一部を改正する条例案

委員会等の出欠状況
日　付 会　　議

議員名
長
谷
川

西
　
山

井
　
上

本
　
田

辻󠄀󠄀
　
本

中
　
島

村
　
岸

前
　
田

西
　
澤

鈴
　
木

河
　
合

今
　
村

5月30日 議会議員全員協議会 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 欠 出

6月　5日 第2回定例会（開会） 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 欠 出

6月　6日 第2回定例会（一般質問） 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 欠 出

6月10日 予算決算常任委員会 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 欠 出

6月11日 総務産業建設常任委員会 － 出 出 － 欠 － 出 出 － 出 － －

6月12日 文教民生常任委員会 出 － － 出 － 出 － － 出 － 欠 出

6月20日 第2回定例会（閉会） 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 欠 出
注1　「出」は出席、「欠」は欠席です。　注2　委員会は、所属する委員のみあらわしており、「－」は出席の必要はありません。
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一般質問とは 　議員が、町が処理するすべての事務について質問し、町長の所信を質した
り、事実関係を明らかにするだけではなく、政策について議論するものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問

6月定例会では6議員が一般質問を行いました。（質問順）

◦
本
田
　
き
よ
は
る 

議
員

　
・ 

児
童
館
の
現
状
と
今
後
の
活
用
計
画
を
問
う

　
★ 

兼
業
農
家
の
農
業
用
機
械
更
新
時
、
コ
メ
作
り
を

持
続
す
る
意
欲
が
持
て
る
援
助
金
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
の
見
解
を
求
め
る

　
★ 

小
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
の
設
置
が
緊
急
に
求

め
ら
れ
る
が
見
解
を
求
め
る

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
中
島
　
政
幸 

議
員

　
・ 

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と
問
題
点
に

つ
い
て

　
★ 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
け
る
経
費
割
合
と
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
今
村
　
え
み
こ 

議
員

　
・ 

国
保
世
帯
に
資
格
確
認
証
の
一
括
交
付
の
実
施
を

　
・ 

町
職
員
の
豊
郷
町
居
住
支
援
強
化
を

　
★ 

日
栄
小
卒
業
式
の
服
装
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
善
を

　
★ 

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

　
・ 

公
営
住
宅
の
今
後
を
問
う

★
の
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
鈴
木
　
べ
ん
い
ち 

議
員

　
★ 

障
が
い
者
の
移
動
支
援
事
業
の
拡
充
は
ど
う
な
っ

た
の
か

　
・ 

後
期
高
齢
者
の
が
ん
検
診
の
周
知
に
つ
い
て
問
う

　
・ 

住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
に
つ
い
て
問
う

　
・ 

農
林
業
施
策
の
周
知
に
つ
い
て
問
う

　
・ 

第
３
期
豊
郷
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
つ

い
て
問
う

　
★ 

ご
み
削
減
目
標
に
つ
い
て
問
う

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
い
の
う
え
　
き
み
子 

議
員

　
★ 

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
事
業
の
課
題
に
つ

い
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
西
澤
　
ひ
ろ
か
ず 

議
員

　
★ 

学
校
に
お
け
る
不
審
者
対
応
は

　
・ 

学
校
安
全
計
画
の
現
状
と
実
施
状
況
は

　
・ 

一
級
河
川
に
お
け
る
水
害
被
害（
洪
水
・
氾
濫
等
）

の
対
応
は
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一般質問とは 　議員が、町が処理するすべての事務について質問し、町長の所信を質した
り、事実関係を明らかにするだけではなく、政策について議論するものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問

6月定例会では6議員が一般質問を行いました。（質問順）

◦
本
田
　
き
よ
は
る 

議
員

　
・ 

児
童
館
の
現
状
と
今
後
の
活
用
計
画
を
問
う

　
★ 

兼
業
農
家
の
農
業
用
機
械
更
新
時
、
コ
メ
作
り
を

持
続
す
る
意
欲
が
持
て
る
援
助
金
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
の
見
解
を
求
め
る

　
★ 

小
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
の
設
置
が
緊
急
に
求

め
ら
れ
る
が
見
解
を
求
め
る

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
中
島
　
政
幸 

議
員

　
・ 

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と
問
題
点
に

つ
い
て

　
★ 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
け
る
経
費
割
合
と
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
今
村
　
え
み
こ 

議
員

　
・ 

国
保
世
帯
に
資
格
確
認
証
の
一
括
交
付
の
実
施
を

　
・ 

町
職
員
の
豊
郷
町
居
住
支
援
強
化
を

　
★ 

日
栄
小
卒
業
式
の
服
装
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
善
を

　
★ 

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

　
・ 

公
営
住
宅
の
今
後
を
問
う

★
の
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
鈴
木
　
べ
ん
い
ち 

議
員

　
★ 

障
が
い
者
の
移
動
支
援
事
業
の
拡
充
は
ど
う
な
っ

た
の
か

　
・ 

後
期
高
齢
者
の
が
ん
検
診
の
周
知
に
つ
い
て
問
う

　
・ 

住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
に
つ
い
て
問
う

　
・ 

農
林
業
施
策
の
周
知
に
つ
い
て
問
う

　
・ 

第
３
期
豊
郷
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
つ

い
て
問
う

　
★ 

ご
み
削
減
目
標
に
つ
い
て
問
う

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
い
の
う
え
　
き
み
子 

議
員

　
★ 

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
事
業
の
課
題
に
つ

い
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
西
澤
　
ひ
ろ
か
ず 
議
員

　
★ 

学
校
に
お
け
る
不
審
者
対
応
は

　
・ 

学
校
安
全
計
画
の
現
状
と
実
施
状
況
は

　
・ 

一
級
河
川
に
お
け
る
水
害
被
害（
洪
水
・
氾
濫
等
）

の
対
応
は
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問 

昨
年
の
6
月
議
会
で
、
施

設
に
入
居
し
て
い
る
障
が
い
者

の
移
動
支
援
事
業
の
拡
充
を
求

め
た
と
こ
ろ
、「
関
係
者
の
会
議

等
で
提
起
し
て
い
き
た
い
」
と

の
事
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
な
っ

た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

答 （
保
健
福
祉
課
長
）

　
移
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

湖
東
福
祉
圏
域
の
会
議
で
サ
ー

ビ
ス
料
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
意
見
の
一

致
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

豊
郷
町
と
し
て
施
設
利
用
者
で

あ
っ
て
も
、
家
族
や
親
族
等
の

支
援
が
な
く
外
出
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
例

外
的
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く

事
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
希

望
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問 

こ
の
事
業
が
拡
充
さ
れ
る

事
に
な
っ
た
の
は
、
非
常
に
う

れ
し
い
限
り
で
歓
迎
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
支
援

が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
の

が
問
題
で
、
も
っ
と
早
く
支
援

す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
次
の
点
に
つ
い

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

① 

昨
年
の
回
答
で
は
、
移
動
支

援
の
事
業
所
が
12
ケ
所
、
利

用
者
が
23
人
、
延
べ
利
用
回

数
が
6
4
8
回
で
し
た
の
で
、

一
人
あ
た
り
の
利
用
回
数
は

28
回
程
度
に
な
り
ま
す
が
、

1
回
あ
た
り
の
平
均
利
用
額

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

② 

現
在
の
施
設
入
居
者
は
何
人

か
。

問 

ご
み
問
題
で
重
要
な
事
は
、

ご
み
を
ど
れ
だ
け
削
減
で
き
る

か
に
あ
り
ま
す
が
、
ご
み
削
減

目
標
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

① 

現
在
の
ご
み
削
減
目
標
15
％

の
策
定
経
過
に
つ
い
て
。

② 

令
和
5
年
度
の
削
減
目
標
と

実
績
に
つ
い
て
。

答 （
住
民
生
活
課
長
）

① 

15
％
の
削
減
目
標
は
、
彦
根

愛
知
犬
上
地
域
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
基
づ
く
も

の
で
、
施
設
整
備
基
本
計
画

で
設
定
し
た
施
設
の
規
模
に

答 （
保
健
福
祉
課
長
）

① 

1
回
あ
た
り
の
平
均
利
用
額

は
4
，2
4
8
円
で
す
。

② 

現
在
の
入
居
者
は
6
人
。

問 

施
設
入
居
者
は
、
障
が
い

区
分
4
以
上
の
非
常
に
障
が
い

が
重
い
方
で
す
。
仮
に
、
月
に

一
度
利
用
さ
れ
て
も
、
1
回
あ

た
り
の
平
均
利
用
額
が
約
4
，

合
わ
せ
、
令
和
元
年
度
実
績

値
か
ら
15
％
削
減
し
た
値
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

② 

令
和
5
年
度
の
削
減
目
標

は
、
家
庭
系
燃
や
す
ご
み
1
，

0
7
4
ト
ン
で
、
実
績
値
は

1
，1
0
5
ト
ン
で
す
。

問 

回
答
の
よ
う
に
、
現
在
の

15
％
削
減
目
標
は
、
ご
み
処
理

施
設
の
規
模
に
基
づ
き
設
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。
言
い
換
え
る

な
ら
、
当
時
の
熱
処
理
施
設
の

規
模
と
乖
離
し
な
い
よ
う
に
設

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
所
が
、

熱
処
理
施
設
の
計
画
は
今
で
は
、

頓
挫
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
ご

み
処
理
施
設
の
計
画
は
当
初
は

熱
処
理
施
設
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
彦
根
市
長
が
代
わ
ら
れ

て
、
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式

に
な
り
、
今
度
ま
た
、
彦
根
市

長
が
代
わ
ら
れ
て
「
ト
ン
ネ
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
は
反
対
」
と
表
明
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
か
、
ま
っ
た
く
見
通
し

が
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
さ
て

お
き
、
4
月
22
日
の
中
日
新
聞

滋
賀
版
で
は
、「
へ
ち
ま
、
育
て

て
楽
し
い
ね
」
と
の
見
出
し
で
、

ご
み
削
減
へ
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
、
へ
ち
ま
が
な
く
な
る

ほ
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
う
れ
し
い

事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
本
町
議

会
で
は
、「
ご
み
の
抜
本
的
な
減

量
計
画
の
策
定
を
求
め
る
請
願
」

を
採
択
し
て
お
り
、
町
民
と
と

も
に
取
り
組
む
抜
本
的
な
削
減

計
画
の
策
定
を
求
め
る
。

答 （
町
長
）

　
ご
み
の
減
量
化
は
避
け
て
通

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
町
の
廃

棄
物
減
量
推
進
委
員
会
で
も
議

論
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

や
っ
ぱ
り
ど
こ
ま
で
分
別
が
で

き
る
の
か
が
大
事
で
、
分
別
を

徹
底
す
る
た
め
に
知
恵
を
出
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

3
0
0
円
程
度
で
す
。
今
回
は
、

当
事
者
か
ら
の
声
で
、
支
援
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

ぜ
ひ
、
他
の
方
に
も
周
知
を
し

て
、
施
策
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

答 （
保
健
福
祉
課
長
）

　
他
の
入
居
者
に
も
周
知
を
し

て
い
き
た
い
。

豊
郷
町
独
自
で
支
援
を
し
て
い
き
た
い

障
が
い
者
の
移
動
支
援
事
業
の

拡
充
は

分
別
の
徹
底
に
知
恵
を
出
し
た
い

ご
み
の
抜
本
的
な
削
減
計
画
を

鈴木  べんいち 議員

とよさと議会  令和7年9月12日発行　 10

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

町
は
給
食
費
の
無
償
化
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
小
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
事
業
及
び
小

中
学
校
の
給
食
費
助
成
事
業
の

2
事
業
で
給
食
費
の
無
償
化
を

実
施
し
て
い
る
事
が
分
か
り
ま

し
た
。
町
内
の
在
住
者
で
、
町

内
外
の
義
務
教
育
学
校
へ
通
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
へ
の
無
償

化
、
学
校
給
食
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
と
い
う
事
で
し
た
。

町
外
の
中
学
校
へ
通
学
し
て
い

る
け
れ
ど
無
償
で
な
い
と
聞
い

た
事
が
あ
り
ま
す
。
文
部
科
学

省
が
令
和
6
年
12
月
27
日
に
公

表
し
た
1
つ
の
課
題
と
し
て
、

給
食
を
実
施
し
て
な
い
学
校
の

児
童
生
徒
は
対
象
と
な
ら
ず
、

公
平
性
に
課
題
が
あ
る
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
町
は
無
償
化

の
目
的
を
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
、
若
者
世
代
の

定
住
促
進
と
し
て
い
る
事
か
ら

豊
郷
町
在
住
の
児
童
生
徒
全
員

が
事
業
の
対
象
と
な
る
様
に
提

案
し
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答 （
教
育
次
長
）

　
豊
郷
町
在
住
の
児
童
生
徒
で

あ
っ
て
も
給
食
事
業
を
利
用
し

て
い
な
け
れ
ば
対
象
と
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

名
目
は
給
食
費
に
な
っ
て

い
る
が
、
豊
郷
町
で
実
施
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
給
食
の
実

施
が
な
い
町
外
の
学
校
に
通
学

し
て
い
る
豊
郷
町
在
住
の
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
豊
郷
町
内
の

給
食
費
分
程
度
の
助
成
は
考
え

て
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答 （
教
育
次
長
）

　
給
食
事
業
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
小
中
学
校
給
食
費
助

成
事
業
で
、
町
外
の
給
食
費
に

つ
い
て
は
、
う
ち
の
町
の
給
食

費
を
上
限
と
し
助
成
の
実
施
を

し
て
お
り
、
給
食
事
業
を
利
用

さ
れ
て
い
な
い
児
童
生
徒
さ
ん

は
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

町外に通学している生徒にも
　　　　　　　　　　　助成を‼

給食を利用していない生徒には
　　　　　　　　　　  助成しません

いのうえ  きみ子 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

町
は
給
食
費
の
無
償
化
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
小
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
事
業
及
び
小

中
学
校
の
給
食
費
助
成
事
業
の

2
事
業
で
給
食
費
の
無
償
化
を

実
施
し
て
い
る
事
が
分
か
り
ま

し
た
。
町
内
の
在
住
者
で
、
町

内
外
の
義
務
教
育
学
校
へ
通
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
へ
の
無
償

化
、
学
校
給
食
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
と
い
う
事
で
し
た
。

町
外
の
中
学
校
へ
通
学
し
て
い

る
け
れ
ど
無
償
で
な
い
と
聞
い

た
事
が
あ
り
ま
す
。
文
部
科
学

省
が
令
和
6
年
12
月
27
日
に
公

表
し
た
1
つ
の
課
題
と
し
て
、

給
食
を
実
施
し
て
な
い
学
校
の

児
童
生
徒
は
対
象
と
な
ら
ず
、

公
平
性
に
課
題
が
あ
る
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
町
は
無
償
化

の
目
的
を
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
、
若
者
世
代
の

定
住
促
進
と
し
て
い
る
事
か
ら

豊
郷
町
在
住
の
児
童
生
徒
全
員

が
事
業
の
対
象
と
な
る
様
に
提

案
し
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答 （
教
育
次
長
）

　
豊
郷
町
在
住
の
児
童
生
徒
で

あ
っ
て
も
給
食
事
業
を
利
用
し

て
い
な
け
れ
ば
対
象
と
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

名
目
は
給
食
費
に
な
っ
て

い
る
が
、
豊
郷
町
で
実
施
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
給
食
の
実

施
が
な
い
町
外
の
学
校
に
通
学

し
て
い
る
豊
郷
町
在
住
の
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
豊
郷
町
内
の

給
食
費
分
程
度
の
助
成
は
考
え

て
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答 （
教
育
次
長
）

　
給
食
事
業
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
小
中
学
校
給
食
費
助

成
事
業
で
、
町
外
の
給
食
費
に

つ
い
て
は
、
う
ち
の
町
の
給
食

費
を
上
限
と
し
助
成
の
実
施
を

し
て
お
り
、
給
食
事
業
を
利
用

さ
れ
て
い
な
い
児
童
生
徒
さ
ん

は
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

町外に通学している生徒にも
　　　　　　　　　　　助成を‼

給食を利用していない生徒には
　　　　　　　　　　  助成しません

いのうえ  きみ子 議員
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問 

学
校
保
健
安
全
法
の
第
26

条
で
は
、
学
校
安
全
に
関
す
る

学
校
の
設
置
者
の
責
務
と
し
て
、

事
故
、
加
害
行
為
、
災
害
に
対

す
る
学
校
の
施
設
及
び
設
備
並

び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充

実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
求
め
る
も
の
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

1 

．侵
入
、防
止
対
策
に
つ
い
て
、

学
校
の
施
錠
管
理
、
来
校
者

の
管
理
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
及
び
設
備
、
校
内
の
定
期

的
な
巡
回
は
、
ま
た
職
員
の

安
全
教
育
訓
練
の
実
施
。

2 

．
不
審
者
侵
入
時
の
対
応
に

つ
い
て
、
不
審
者
侵
入
時
の

対
応
の
訓
練
、
緊
急
連
絡
の

警
察
と
の
連
携
、
子
ど
も
た

ち
を
守
る
安
全
対
策
な
ど
。

答 （
教
育
次
長
）

　
1
点
目
の
侵
入
防
止
対
策
、

校
内
の
施
錠
管
理
に
つ
い
て
は
、

登
校
後
、
来
客
が
な
い
場
合
は

通
常
は
校
門
を
閉
め
、
関
係
者

以
外
は
入
れ
な
い
。
来
校
者
管

理
に
つ
い
て
は
、
玄
関
に
名
簿

を
設
置
し
、
氏
名
を
ご
記
入
い

た
だ
き
、
管
理
。
防
犯
カ
メ
ラ

に
つ
い
て
は
、
豊
郷
小
学
校
9

台
、
日
栄
小
学
校
8
台
、
豊
日

中
学
校
21
台
を
設
置
し
、
職
員

室
及
び
校
長
室
の
モ
ニ
タ
ー
で

来
校
者
を
確
認
。
異
常
時
に
は

教
員
等
が
職
員
室
に
連
絡
す
る

体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
職
員
の
安
全
教
育
、
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
学
校
安
全

年
間
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
研

修
や
訓
練
の
方
を
実
施
し
、
不

審
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
確

認
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
点
目
の
不
審
者
侵
入
時
の

対
応
訓
練
に
つ
い
て
は
、
年
間

計
画
に
基
づ
き
毎
年
実
施
し
て

い
る
。
実
施
の
際
に
は
警
察
か

ら
の
ご
指
導
を
頂
く
こ
と
も
あ

る
。
緊
急
連
絡
、
警
察
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
子

ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、

豊
郷
駐
在
所
及
び
彦
根
警
察
署

と
連
携
を
取
り
、
安
全
確
保
の

ご
指
導
も
頂
い
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
を
守
る
安
全
対

策
な
ど
に
つ
い
て
は
、
素
早
い

対
応
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て

頂
い
て
い
る
。
不
審
者
侵
入
時

に
は
、
校
内
放
送
を
活
用
し
、

全
校
児
童
生
徒
に
知
ら
せ
る
予

定
。
そ
の
際
、
児
童
生
徒
は
教

室
に
入
り
鍵
を
か
け
て
身
を
守

る
よ
う
指
導
し
て
頂
い
て
い
る
。

不審者侵入時の対応訓練

年間計画に基づき毎年実施
西澤  ひろかず 議員

とよさと議会  令和7年9月12日発行　 12

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

本
町
の
農
業
用
地
も
、
こ

こ
10
年
で
見
て
も
毎
年
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
町
内
の
農
地
は

荒
れ
地
と
な
り
、
町
内
の
風
景

も
変
わ
っ
て
く
る
が
、
町
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。
町

と
し
て
、
兼
業

農
家
の
農
業
用

機
械
更
新
時
、

米
作
り
を
持
続

す
る
意
欲
が
持

て
る
助
成
金
制

度
を
つ
く
る
べ

き
で
あ
る
。

答 （
産
業
振

興
課
長
）

　
機
械
購
入
時

の
援
助
金
制
度

の
提
案
を
頂
き

ま
し
た
が
、
各

個
人
に
対
し
て

の
補
助
金
は
考

え
て
お
り
ま
せ

ん
。
集
落
の
中

で
営
農
し
て
い

る
組
織
や
、
例
え
ば
小
作
と
し

て
他
の
人
の
農
地
を
守
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
へ
の
補
助
で

し
た
ら
検
討
を
考
え
て
も
よ
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

兼業農家の農業用機械更新時、
　　　　　　　助成金制度の創設を

他の人の農地を守っていただいている方
への補助は検討する

問 

厚
生
労
働
省
は
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
で
、

職
場
で
の
熱
中
症
対
策
の
強
化

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
暑
さ
指

数
28
度
以
上
ま
た
は
気
温
31
度

以
上
の
環
境
で
、
連
続
1
時
間

以
上
ま
た
は
1
日
4
時
間
を
超

え
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ

た
場
合
、
6
か
月
以
上
の
懲
役

ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
。
社
会
状
況
も
変

化
し
て
お
り
、
体
育
館
の
空
調

設
備
は
欠
か
せ
な
い
が
ど
う
か
。

答 （
教
育
次
長
）

　
近
年
の
異
常
な
暑
さ
に
対
し

て
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
快
適

な
教
育
環
境
の
提
供
は
必
要
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
屋

内
運
動
場
へ
の
空
調
設
備
整
備

に
つ
い
て
は
、
避
難
所
と
し
て

の
機
能
強
化
等
を
踏
ま
え
ま
す

と
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
計
画
的
に
整
備
を
し
て
い

る
も
の
が
終
わ
れ
ば
、
段
階
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

計
画
的
に
整
備
を
行
う

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
は

緊
急
に
求
め
ら
れ
る

本田  きよはる 議員

景観を守っている家族農家
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

本
町
の
農
業
用
地
も
、
こ

こ
10
年
で
見
て
も
毎
年
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
町
内
の
農
地
は

荒
れ
地
と
な
り
、
町
内
の
風
景

も
変
わ
っ
て
く
る
が
、
町
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。
町

と
し
て
、
兼
業

農
家
の
農
業
用

機
械
更
新
時
、

米
作
り
を
持
続

す
る
意
欲
が
持

て
る
助
成
金
制

度
を
つ
く
る
べ

き
で
あ
る
。

答 （
産
業
振

興
課
長
）

　
機
械
購
入
時

の
援
助
金
制
度

の
提
案
を
頂
き

ま
し
た
が
、
各

個
人
に
対
し
て

の
補
助
金
は
考

え
て
お
り
ま
せ

ん
。
集
落
の
中

で
営
農
し
て
い

る
組
織
や
、
例
え
ば
小
作
と
し

て
他
の
人
の
農
地
を
守
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
へ
の
補
助
で

し
た
ら
検
討
を
考
え
て
も
よ
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

兼業農家の農業用機械更新時、
　　　　　　　助成金制度の創設を

他の人の農地を守っていただいている方
への補助は検討する

問 

厚
生
労
働
省
は
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
で
、

職
場
で
の
熱
中
症
対
策
の
強
化

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
暑
さ
指

数
28
度
以
上
ま
た
は
気
温
31
度

以
上
の
環
境
で
、
連
続
1
時
間

以
上
ま
た
は
1
日
4
時
間
を
超

え
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ

た
場
合
、
6
か
月
以
上
の
懲
役

ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
。
社
会
状
況
も
変

化
し
て
お
り
、
体
育
館
の
空
調

設
備
は
欠
か
せ
な
い
が
ど
う
か
。

答 （
教
育
次
長
）

　
近
年
の
異
常
な
暑
さ
に
対
し

て
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
快
適

な
教
育
環
境
の
提
供
は
必
要
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
屋

内
運
動
場
へ
の
空
調
設
備
整
備

に
つ
い
て
は
、
避
難
所
と
し
て

の
機
能
強
化
等
を
踏
ま
え
ま
す

と
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
計
画
的
に
整
備
を
し
て
い

る
も
の
が
終
わ
れ
ば
、
段
階
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

計
画
的
に
整
備
を
行
う

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
は

緊
急
に
求
め
ら
れ
る

本田  きよはる 議員

景観を守っている家族農家
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問 

ふ
る
さ
と
納
税
は
、幾
度
と

な
く
見
直
し
が
な
さ
れ
て
き
た

制
度
で
も
あ
り
、総
務
省
か
ら
ふ

る
さ
と
納
税
の
指
定
基
準
の
見

直
し
等
が
発
表
さ
れ
、規
制
の
強

化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
以
下
の
点
に
つ
い
て
答
弁
を

求
め
ま
す
。

1 
．
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
事

務
に
関
わ
る
費
用
な
ど
の
経

費
は
5
割
以
下
に
す
べ
き
と

い
う
規
定
が
あ
り
、
ル
ー
ル

に
沿
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
、
現
状
の
経
費
割

合
に
つ
い
て
実
績
値
と
構
成

比
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

2 

．
経
費
を
含
め
た
費
用
が
寄

附
金
の
5
割
を
超
え
て
し
ま

い
、
返
礼
品
の
寄
附
金
額
を

以
前
よ
り
引
き
上
げ
る
、
返

礼
品
の
量
を
減
ら
す
な
ど
の

措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

自
治
体
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　 

　
そ
こ
で
、
豊
郷
町
の
運
営

に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
っ
た
の
か
。

ふるさと納税制度に係る経費割合と
今後の対応について

広く多くの取組ができないか
　　　　　　　　日々努力しております

3 

．
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、お
米

や
熟
成
肉
は
そ
の
自
治
体
で

生
産
し
た
も
の
し
か
返
礼
品

と
し
て
提
供
で
き
な
く
な
っ

た
が
、豊
郷
町
に
お
い
て
は
そ

う
い
っ
た
事
象
は
あ
る
の
か

4 

．
全
国
的
に
も
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
競
争
が
激
化
す

る
中
で
、
持
続
可
能
な
制
度

運
用
の
た
め
、
今
後
ど
の
よ

う
な
見
直
し
や
工
夫
を
検
討

し
て
い
る
の
か

5 

．
寄
附
額
が
6
億
円
に
届
く

よ
う
な
声
も
聞
か
れ
る
中
、今

年
度
の
寄
附
額
の
見
込
み
と

目
標
値
は

答 （
総
務
課
長
兼
企
画
振
興
課
長
）

1 
．
返
礼
品
調
達
に
28・
4
％
、

そ
れ
か
ら
送
料
に
7.2
％
、ポ
ー

タ
ル
の
利
用
料
や
委
託
の
経

費
に
12・
1
％
な
ど
全
部
で

49・7
％
で
す
。

2 

．
全
て
の
経
費
を
含
ん
で
5

割
以
下
と
な
る
よ
う
に
寄
附

額
の
見
直
し
や
返
礼
品
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

3 

．
近
江
牛
に
つ
い
て
は
一
部
規

制
に
合
致
せ
ず
、
や
む
を
得

ず
提
供
を
取
り
や
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
業
者
さ
ん
も
ご

ざ
い
ま
し
た
、
米
に
つ
い
て

は
、
影
響
は
ほ
と
ん
ど
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

4 

．
制
度
改
正
の
都
度
、
基
準

に
合
致
す
る
よ
う
に
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

5 

．
6
億
を
目
指
し
て
お
り
ま

し
た
が
、米
の
在
庫
不
足
等
に

よ
り
、結
果
4
億
9
，4
0
0

万
円
と
な
り
、当
面
の
目
標
と

し
ま
し
て
5
億
円
以
上
を
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
。

問 

地
場
産
品
以
外
の
切
り
口

と
し
て
、
体
験
型
の
返
礼
品
の

新
設
、
強
化
や
自
治
体
も
見
受

け
ら
れ
、
全
体
的
に
考
え
る
時

期
に
は
入
っ
て
い
る
が
答
弁
を

求
め
ま
す
。

答 （
総
務
課
長
兼
企
画
振
興
課
長
）

　
新
商
品
に
つ
い
て
は
、
ほ

か
の
自
治
体
の
例
を
参
考
に

し
、
開
発
の
調
整
も
行
っ
て
お

り
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
豊

郷
町
内
に
空
き
家
を
持
っ
て
お

ら
れ
、
空
き
家
の
状
況
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
郵
便
局
と
の
取

組
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

問 

近
く
に
あ
っ
て
見
え
な
い

も
の
が
商
品
に
な
っ
た
り
し
ま

す
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
ほ
か

の
目
も
入
れ
れ
ば
、
視
野
が
広

が
る
の
で
は
な
い
の
か
、
そ
の

よ
う
な
取
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

答 （
総
務
課
長
兼
企
画
振
興
課
長
）

　
広
く
多
く
の
取
組
が
で
き
な

い
か
日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

中島  政幸 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
9
月
議
会
の
予
定
／
編
集
後
記

問 

日
栄
小
の
複
数
の
保
護
者

か
ら
、
日
頃
、
子
ど
も
は
私
服

登
校
で
卒
業
式
に
式
服
と
し
て
、

は
か
ま
、
ス
ー
ツ
な
ど
の
用
意

す
る
と
お
金
が
か
か
り
大
変
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
入
学
時
に
保
護
者
は
、

制
服
を
新
た
に
買
う
か
、
兄
弟

の
を
使
う
か
、
シ
ェ
ア
な
ど
で

用
意
す
る
か
な
ど
節
約
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
下
自

治
体
を
調
べ
る
と
、
中
学
校
の

制
服
着
用
も
可
能
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
豊
郷
町
で
も

保
護
者
の
子
育
て
負
担
軽
減
策

と
し
て
採
用
し
て
は
い
か
が
か
。

答 （
教
育
次
長
）

　
日
栄
小
は
、
標
準
服
が
な
い

の
で
卒
業
式
に
お
い
て
は
、
大

半
の
児
童
が
羽
織
は
か
ま
や
紋

付
は
か
ま
な
ど
を
着
用
し
て
お

り
、
華
美
に
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
ご
提
案
の

中
学
校
の
制
服
着
用
は
、
禁
止

は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
現
在
も

卒
業
式
に
着
用
可
能
で
す
。
学

校
を
通
じ
て
早
期
に
保
護
者
に

通
知
し
て
い
き
ま
す
。

日栄小卒業式のおける服装の改善を

中学校の制服着用も可能です
今村  えみこ 議員

起
債
を
し
て
い
る
の
で
、
国

は
、
こ
の
元
利
償
還
額
を
自

治
体
に
後
年
返
済
す
る
制
度

で
す
。
そ
こ
で
、
今
後
、
国

か
ら
町
に
交
付
税
算
入
で
返

還
さ
れ
る
金
額
総
額
は
い
く

ら
か
。

④ 

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
今
後
10
年
間
の
見

通
し
を
。

⑤ 

伊
藤
町
政
下
で
の
議
会
議
決

を
要
し
た
工
事
建
設
費
の
総

額
は
い
く
ら
か
。

答 （
企
画
振
興
課
長
）

① 

現
在
算
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

② 

令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
は
約
3
2
0
万
円
で
す
。

③ 

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
国
か

ら
元
利
償
還
額
を
20
年
間
分

割
で
交
付
税
算
入
さ
れ
る
制

問 

我
が
国
は
、人
口
減
少
社
会

と
な
り
、今
後
の
町
財
政
運
営
に

つ
い
て
、5
点
質
問
し
ま
す
。

① 

同
和
対
策
事
業
債
は
す
で
に

完
納
し
て
い
ま
す
。
こ
の
起

債
に
つ
い
て
は
国
か
ら
一
定

枠
が
町
に
帰
っ
て
き
ま
す
が

現
在
の
状
況
を
説
明
を
。

② 

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
は
、

我
が
町
の
誇
る
べ
き
成
果
と

し
て
黒
字
で
特
別
会
計
は
終

わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
残

債
務
が
残
っ
て
い
る
町
民

か
ら
の
返
済
が
一
般
会
計
に

入
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
6

年
度
決
算
見
込
み
額
と
こ
れ

ま
で
の
総
額
の
説
明
を
。

③ 

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
本
来
、

国
が
自
治
体
に
払
う
べ
き
地

方
交
付
税
の
不
足
額
を
町
が

度
で
、
現
在
の
残
額
は
約
27

億
円
で
す
。

④ 
現
在
の
状
況
を
維
持
す
る
と
、

実
質
公
債
比
率
は
、
0
．数
％

で
維
持
で
き
ま
す
。
将
来
負

担
比
率
は
、
表
れ
て
こ
な
い

（
赤
字
が
な
い
）見
込
み
で
す
。

⑤ 

18
年
間
で
約
35
億
8
0
0
0

万
円
で
す
。

問 

同
和
対
策
事
業
は
黒
字
分

の
果
実
は
関
係
地
域
に
ど
う
還

元
し
て
い
ま
す
か
。
臨
時
財
政

対
策
債
の
町
の
繰
り
上
げ
償
還

額
総
計
は
約
11
億
9
0
0
0
万

円
で
、
今
後
10
年
間
町
に
は
余

裕
財
源
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

ま
た
、
土
木
建
設
費
は
、
伊
藤

町
政
で
今
日
ま
で
約
50
億
円
支

出
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の

町
の
工
事
予
定
は
何
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

答 （
企
画
調
整
課
長
）

　
団
地
内
町
道
の
整
備
、
補
修

等
に
充
当
し
て
い
ま
す
。
体
育

館
の
空
調
工
事
や
ま
だ
ま
だ
や

る
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
ム
ダ
の
な
い
よ

う
に
や
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
財
政
状
況
を
維
持
で
き
れ
ば
、

財
政
は
安
定
し
て
い
ま
す

今
後
の
町
財
政
運
営

　
　
　
　
　
　に
つ
い
て
問
う
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
9
月
議
会
の
予
定
／
編
集
後
記

問 

日
栄
小
の
複
数
の
保
護
者

か
ら
、
日
頃
、
子
ど
も
は
私
服

登
校
で
卒
業
式
に
式
服
と
し
て
、

は
か
ま
、
ス
ー
ツ
な
ど
の
用
意

す
る
と
お
金
が
か
か
り
大
変
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
入
学
時
に
保
護
者
は
、

制
服
を
新
た
に
買
う
か
、
兄
弟

の
を
使
う
か
、
シ
ェ
ア
な
ど
で

用
意
す
る
か
な
ど
節
約
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
下
自

治
体
を
調
べ
る
と
、
中
学
校
の

制
服
着
用
も
可
能
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
豊
郷
町
で
も

保
護
者
の
子
育
て
負
担
軽
減
策

と
し
て
採
用
し
て
は
い
か
が
か
。

答 （
教
育
次
長
）

　
日
栄
小
は
、
標
準
服
が
な
い

の
で
卒
業
式
に
お
い
て
は
、
大

半
の
児
童
が
羽
織
は
か
ま
や
紋

付
は
か
ま
な
ど
を
着
用
し
て
お

り
、
華
美
に
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
ご
提
案
の

中
学
校
の
制
服
着
用
は
、
禁
止

は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
現
在
も

卒
業
式
に
着
用
可
能
で
す
。
学

校
を
通
じ
て
早
期
に
保
護
者
に

通
知
し
て
い
き
ま
す
。

日栄小卒業式のおける服装の改善を

中学校の制服着用も可能です
今村  えみこ 議員

起
債
を
し
て
い
る
の
で
、
国

は
、
こ
の
元
利
償
還
額
を
自

治
体
に
後
年
返
済
す
る
制
度

で
す
。
そ
こ
で
、
今
後
、
国

か
ら
町
に
交
付
税
算
入
で
返

還
さ
れ
る
金
額
総
額
は
い
く

ら
か
。

④ 

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
今
後
10
年
間
の
見

通
し
を
。

⑤ 

伊
藤
町
政
下
で
の
議
会
議
決

を
要
し
た
工
事
建
設
費
の
総

額
は
い
く
ら
か
。

答 （
企
画
振
興
課
長
）

① 

現
在
算
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

② 

令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
は
約
3
2
0
万
円
で
す
。

③ 

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
国
か

ら
元
利
償
還
額
を
20
年
間
分

割
で
交
付
税
算
入
さ
れ
る
制

問 

我
が
国
は
、人
口
減
少
社
会

と
な
り
、今
後
の
町
財
政
運
営
に

つ
い
て
、5
点
質
問
し
ま
す
。

① 

同
和
対
策
事
業
債
は
す
で
に

完
納
し
て
い
ま
す
。
こ
の
起

債
に
つ
い
て
は
国
か
ら
一
定

枠
が
町
に
帰
っ
て
き
ま
す
が

現
在
の
状
況
を
説
明
を
。

② 

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
は
、

我
が
町
の
誇
る
べ
き
成
果
と

し
て
黒
字
で
特
別
会
計
は
終

わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
残

債
務
が
残
っ
て
い
る
町
民

か
ら
の
返
済
が
一
般
会
計
に

入
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
6

年
度
決
算
見
込
み
額
と
こ
れ

ま
で
の
総
額
の
説
明
を
。

③ 

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
本
来
、

国
が
自
治
体
に
払
う
べ
き
地

方
交
付
税
の
不
足
額
を
町
が

度
で
、
現
在
の
残
額
は
約
27

億
円
で
す
。

④ 

現
在
の
状
況
を
維
持
す
る
と
、

実
質
公
債
比
率
は
、
0
．数
％

で
維
持
で
き
ま
す
。
将
来
負

担
比
率
は
、
表
れ
て
こ
な
い

（
赤
字
が
な
い
）見
込
み
で
す
。

⑤ 

18
年
間
で
約
35
億
8
0
0
0

万
円
で
す
。

問 

同
和
対
策
事
業
は
黒
字
分

の
果
実
は
関
係
地
域
に
ど
う
還

元
し
て
い
ま
す
か
。
臨
時
財
政

対
策
債
の
町
の
繰
り
上
げ
償
還

額
総
計
は
約
11
億
9
0
0
0
万

円
で
、
今
後
10
年
間
町
に
は
余

裕
財
源
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

ま
た
、
土
木
建
設
費
は
、
伊
藤

町
政
で
今
日
ま
で
約
50
億
円
支

出
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の

町
の
工
事
予
定
は
何
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

答 （
企
画
調
整
課
長
）

　
団
地
内
町
道
の
整
備
、
補
修

等
に
充
当
し
て
い
ま
す
。
体
育

館
の
空
調
工
事
や
ま
だ
ま
だ
や

る
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
ム
ダ
の
な
い
よ

う
に
や
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
財
政
状
況
を
維
持
で
き
れ
ば
、

財
政
は
安
定
し
て
い
ま
す

今
後
の
町
財
政
運
営

　
　
　
　
　
　に
つ
い
て
問
う
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tow
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9
月
5
日（
金
）　
開
　
会

9
月
8
日（
月
）　
一
般
質
問

9
月
10
日（
水
）、
11
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　 

予
算
決
算
常
任
委
員
会

9
月
12
日（
金
）　
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

9
月
16
日（
火
）　
文
教
民
生
常
任
委
員
会

9
月
26
日（
金
）　
再
　
開

＊
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
か
ら
で
す
。

＊ 

傍
聴
は
誰
で
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。
議
場
は
３
階
で
す
。

＊ 

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

99
月
議
会
の
予
定

月
議
会
の
予
定

ご意見・ご感想を
　 教えてください
　とよさと議会をお読みになってのご感想
や議会について
のご意見などが
あれば豊郷町議
会まで教えてく
ださい。

 gikai@town.toyosato.shiga.jp
☎ 0749−35−8130

　
ま
だ
ま
だ
異
常
な
暑
さ
は
続
き
ま
す
が
皆

様
、
熱
中
症
対
策
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し

で
す
か
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
は
私
た
ち
議
員
が
、

各
委
員
会
か
ら
代
表
し
て
5
名
で
広
報
委
員

会
を
構
成
し
て
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

　
表
紙
の
写
真
を
何
枚
も
広
報
委
員
が
撮
影

し
、
広
報
委
員
会
で
議
論
し
1
枚
の
写
真
を

決
定
し
ま
す
。

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
等
も
、
皆
様
に
分
か
り

や
す
く
、
興
味
を
持
っ
て
愛
読
し
て
頂
け
る

よ
う
広
報
委
員
会
で
議
論
し
決
定
し
ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
会
で
は
、
皆
様
に
議
会

だ
よ
り
を
長
く
ご
愛
読
頂
け
る
よ
う
努
力
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�

議
会
広
報
常
任
委
員
　
前
田
　
広
幸

編
集
後
記

　議会広報づくりの型「要素、構成、表現」を基本のテーマとして以下の内容につい
て様々な角度から議会広報クリニックにて研修いたしました。

　町民の方に手に取っていただけるよう、見やすい分かりやすい議会だよりの編集を
広報委員会一同がんばりますのでぜひ、ぜひ読んでください。
　感謝

① 議会広報を発行する目的、企画と編集
② 議会の役割や議案審議および一般質問、委員会報告等目的の明確化
③ 情報の構造理解、見出し・タイトル等による情報の表現

全国町村議会議長会�町村議会広報クリニック
２月17日�議会広報の研修に参加しました
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